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租
税
条
約
上
の
国
籍
に
よ
る
無
差
別
取
扱
条
項
（
三
）

木

村

弘

之

亮

租税条約上の国籍による無差別取扱条項（三）

第
　
章
　
問
題
の
所
在

　
第
一
節
無
差
別
取
扱
条
項
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
態
度

　
第
二
節
　
「
手
続
上
の
」
差
別
的
制
限
の
テ
ス
ト

　
　
一
　
損
金
算
入
の
拒
否

　
　
二
　
追
加
的
な
記
録
類
の
保
存
と
情
報
提
供

　
　
三
　
除
斥
期
間
に
つ
い
て
の
法
改
正

　
　
四
　
事
前
回
答

　
第
三
節
　
源
泉
税

　
第
四
節
　
収
益
減
額
規
定

第
二
章
　
総
　
説

　
第
一
節
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
二
四
条
の
解
説

　
　
一
　
主
な
特
徴

　
　
二
　
適
用
対
象

　
　
三
　
差
別
取
扱
と
は

　
　
　
1
　
平
等
保
護
条
項

　
　
　
2
　
許
さ
れ
た
る
差
異

　
　
3

　
　
4

　
　
5

第
二
節

　
一

　
二

　
　
1

　
　
2

　
　
3

　
　
4

　　　　第
　第第第三
　べ　 　　　　　 カ
ー二一一早　節節節

　
比
較
対
象
一
同
じ
状
況

　
一
般
的
比
較
鴨
個
別
的
比
較

　
い
ず
れ
の
国
の
租
税

　
日
本
二
重
課
税
条
約

条
約
の
概
観

解
　
説

　
無
差
別
取
扱
規
定
の
な
い
租
税
条
約

　
最
低
限
度
の
無
差
別
取
扱

　
人
的
租
税
救
済
に
関
す
る
平
等
取
扱

　
投
資
誘
引
措
置
お
よ
び
非
収
益
団
体
の
た
め
の
例
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
（
以
上
七
〇
巻
四
号
）

国
籍
に
よ
る
無
差
別
取
扱
条
項
（
二
四
条
一
項
）

　
沿
　
革

　
モ
デ
ル
条
約
コ
メ
ン
タ
リ
ー

　
モ
デ
ル
条
約
の
解
説

一
致
と
乖
離
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654321
　
　
7

　
　
8

第
四
節

　
一

　
二

　
　
1

　
　
2

　
　
3

　
　
4

解
　
説

　
主
な
特
徴

　
適
用
対
象

　
ル
ー
ル

　
人
的
適
用
対
象

　
居
住
地
に
よ
る
細
分
化

　
同
様
の
状
況

ω
　
冗
長
な
要
件

の
　
居
住
地
以
外
の
重
要
な
状
況

㈹
　
不
当
な
適
用

ゆ
　
租
税
債
務
の
範
囲

㈲
　
他
方
の
締
約
国
に
お
け
る
租
税

　
差
別
課
税

ω
　
総
　
説

捌
　
特
典
の
取
扱
い

㈹
　
関
連
要
件

　
相
互
主
義

　
日
本
二
重
課
税
条
約

条
約
の
概
観

解
　
説

　
無
制
限
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
の
み

　
「
租
税
」
概
念

　
個
人
以
外
の
者
に
つ
い
て
の
特
殊
性

　
留
保
条
項

　　　　　　　　第
　　　　　第第第四
　　　二一三二一章
4321　　節節節　5

　
　
　
5

　
　
三

　
第
四
節

　
　
一

　
　
二

　
　
　
1

　
　
　
2

　
　
　
3

第
五
章

　
例
外
：
…
…
…
…
…
…
・
…
（
以
上
七
〇
巻
五
号
）

国
民
（
現
在
三
条
一
項
f
）

　
沿
　
革

　
モ
テ
ル
条
約
コ
メ
ン
タ
リ
ー

　
モ
デ
ル
条
約
の
解
説

一
致
と
乖
離

O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
と
U
N
モ
デ
ル
条
約

　
主
な
特
徴

　
ル
ー
ル

　
個
　
人

　
個
人
以
外
の
者

1
　
は
じ
め
に

伽
　
法
人
の
国
籍

㈹
　
法
　
人

＠
　
人
的
会
社
と
社
団

　
居
住
地

U
S
モ
デ
ル
条
約

　
日
本
二
重
課
税
条
約

条
約
の
概
観

解
　
説

　
国
民
の
定
義

　
人
的
適
用
対
象
の
拡
大
と
制
限

　
無
差
別
取
扱
規
定
に
拘
ら
す
定
義
が
な
い

結
　
語
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
：
：
（
以
上
本
号
）
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第
四
章
　
国
民
（
現
在
三
条
一
項
f
）

租税条約Lの国籍による無差別取扱条項（三）

　
二
四
条
一
項
は
「
国
民
（
轟
二
2
巴
ω
）
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
。
二
四
条
の
第
二
項
は
、
改
正
さ
れ
、
そ
し
て
三
条
一
項

f
と
し
て
再
び
挿
入
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
二
四
条
の
そ
の
残
り
の
項
は
、
順
に
繰
り
上
げ
て
再
付
番
さ
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
瓢
）

こ
の
用
語
は
租
税
条
約
を
通
し
て
あ
ま
り
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
の
用
語
は
、
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
第
二
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謂
）

（
三
条
な
い
し
五
条
）
の
一
般
的
定
義
規
定
の
う
ち
、
三
条
一
項
f
で
定
義
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
用
語
「
国
民
」
は
次
を
意
味

す
る
。

　
　
㈲
　
一
方
の
締
約
国
の
国
籍
を
有
す
る
す
べ
て
の
個
人

　
　
㈲
　
一
方
の
締
約
国
で
効
力
の
あ
る
法
令
に
よ
り
そ
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
す
べ
て
の
法
人
（
一
藷
巴
冨
お
o
霧
）
、
パ
ー
ト
ナ

　
　
　
　
ー
シ
ッ
プ
（
組
合
、
人
的
会
社
な
ど
、
9
寡
器
お
匿
冨
）
お
よ
び
社
団
（
霧
ω
8
蛋
δ
霧
）

（
掘
）
　
一
九
九
六
年
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
二
四
条
一
項
を
除
く
と
、
こ
の
表
現
は
二
五
条
］
項
、
四
条
二
項
c
お
よ
び
d
、
な
ら
び
に
一

　
九
条
一
項
b
i
お
よ
び
二
項
b
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
脚
）
　
一
九
九
二
年
改
正
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
（
三
条
一
項
f
）
は
、
多
く
の
近
時
の
日
本
租
税
条
約
と
同
様
に
、
「
国
民
」
の
用
語
は
、

無
差
別
取
扱
条
項
で
は
な
く
、
一
般
的
定
義
規
定
に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
定
義
は
、
四
条
二
項
c
お
よ
び
d
な

　
ら
び
に
一
九
条
一
項
b
i
お
よ
び
二
項
b
て
用
い
ら
れ
て
い
る
用
語
「
国
民
」
に
も
適
用
さ
れ
る
。
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第
一
節
　
沿
　
革

　
近
代
租
税
条
約
に
最
初
に
現
れ
た
国
籍
に
よ
る
無
差
別
取
扱
条
項
は
一
九
五
八
年
O
E
C
D
第
一
次
報
告
書
に
お
い
て
で
あ
る
。

こ
の
報
告
書
は
そ
の
他
の
通
商
条
約
に
お
け
る
こ
う
し
た
条
項
の
存
在
に
言
及
し
て
い
た
。
そ
の
O
E
C
D
コ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、
一

九
世
紀
の
友
好
、
通
商
条
約
に
お
け
る
そ
の
用
法
に
言
及
し
て
い
る
。
租
税
条
約
以
外
に
起
源
が
あ
る
た
め
、
国
籍
条
項
は
、
課
税

と
の
関
係
に
お
い
て
適
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
と
く
に
、
国
民
が
居
住
者
と
同
じ
態
様
で
課
税
を
受
け
る
と
き
、
そ
う
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
よ
う
な
若
干
の
国
々
で
、
国
民
が
居
住
者
と
同
じ
態
様
で
課
税
を
受
け
る
と
き
で
さ
え
、
あ
る

ひ
と
の
全
世
界
所
得
に
対
す
る
課
税
の
べ
ー
ス
を
結
節
す
る
も
の
と
し
て
居
住
地
を
選
好
す
る
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
合
衆

国
に
お
け
る
と
同
じ
態
様
で
、
そ
の
国
民
と
居
住
者
に
課
税
す
る
国
と
、
多
く
の
国
（
た
と
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
・
ジ

ー
ラ
ン
ド
、
ス
イ
ス
、
連
合
王
国
）
で
会
社
に
つ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
国
民
を
居
住
者
と
み
な
す
国
と
を
識
別
し
な
い
。

54

第
二
節
　
モ
デ
ル
条
約
コ
メ
ン
タ
リ
ー

8
　
［
個
人
］

　
「
国
民
」
の
用
語
の
定
義
は
、
こ
の
用
語
が
一
方
の
締
約
国
の
国
籍
を
有
す
る
個
人
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。
同
条
約
の
テ
キ
ス
ト
に
「
国
籍
」
の
よ
り
正
確
な
定
義
を
定
め
る
こ
と
は
、
必
要
だ
と
判
断
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
同
様
に
、

当
該
用
語
の
意
義
と
射
程
距
離
に
つ
い
て
と
く
に
解
説
を
加
え
る
こ
と
も
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
明
ら
か
に
、
個

人
と
の
関
係
に
お
け
る
「
一
方
の
締
約
国
の
国
民
」
に
よ
っ
て
何
が
意
味
さ
れ
て
い
る
の
か
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
こ
の
用
語

が
通
常
用
い
ら
れ
て
い
る
意
味
、
お
よ
び
、
国
籍
の
取
得
又
は
喪
失
に
関
す
る
（
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
妥
当
し
て
い
る
）
特
別
の
規
定
が
、



参
照
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
九
九
六
年
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
三
条
に
関
す
る
コ
メ
ン
タ
リ
ー
第
8
、

一
九
九
二
年
七
月
二
三
日
配
置
替
え
）

租税条約上の国籍による無差別取扱条項（三）

9
　
［
個
人
以
外
の
者
］

　
第
一
項
f
は
、
法
人
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
組
合
、
人
的
会
社
な
ど
）
お
よ
び
そ
の
他
の
社
団
に
関
し
て
、
さ
ら
に
特
殊
な
も

の
で
あ
る
。
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
妥
当
し
て
い
る
諸
法
に
よ
り
そ
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
、
法
人
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
組

合
、
人
的
会
社
な
ど
）
お
よ
び
そ
の
他
の
社
団
が
［
第
二
項
の
意
味
に
お
け
る
］
国
民
た
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
と
宣
言
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
条
文
は
、
［
法
人
等
の
国
籍
の
規
定
か
ら
］
し
ば
し
ば
生
ず
る
難
題
を
処
理
し
て
い
る
。
と
く
に
、
会
社
の
国
籍

を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
特
定
の
国
々
は
、
会
社
を
規
制
す
る
法
令
を
斜
酌
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
会
社
に
拠
出
さ
れ
た
資
本

の
源
泉
地
（
o
ユ
転
昌
）
、
又
は
会
社
を
支
配
す
る
個
人
の
国
籍
若
し
く
は
そ
の
会
社
の
国
籍
を
斜
酌
す
る
。

（
一
九
九
六
年
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
三
条
に
関
す
る
コ
メ
ン
タ
リ
ー
第
9
、
一
九
九
二
年
七
月
二
三
日
配
置
替
え
）

10

　
［
用
語
］

　
そ
の
他
、
会
社
と
こ
の
会
社
の
組
織
に
あ
た
り
準
拠
さ
れ
た
法
令
の
国
と
の
あ
い
だ
に
生
じ
た
法
律
関
係
の
観
点
か
ら
は
、
そ
の

法
律
関
係
は
、
い
く
つ
か
の
点
に
お
い
て
個
人
の
場
合
に
お
け
る
国
籍
の
関
係
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
あ
る
特
定
の

条
文
に
お
い
て
法
人
、
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
（
組
合
、
人
的
会
社
な
ど
）
お
よ
び
社
団
を
扱
わ
ず
に
、
「
国
民
」
と
い
う
用
語
の
も
と
で

法
人
な
ど
を
個
人
と
同
様
に
扱
う
こ
と
は
、
正
当
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
一
九
九
二
年
七
月
壬
二
日
配
置
替
え
）
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第
三
節
　
モ
デ
ル
条
約
の
解
説

　
一
　
一
致
と
、
乖
離

　
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
三
条
一
項
ω
の
文
言
と
U
N
モ
デ
ル
条
約
二
四
条
二
項
の
文
言
は
同
じ
内
容
で
あ
り
、

は
固
有
の
規
定
を
お
い
て
い
る
。

U
S
モ
デ
ル
条
約

56

　
二
　
〇
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
と
U
N
モ
デ
ル
条
約

1
　
主
な
特
徴

　
一
九
九
二
年
改
正
後
モ
デ
ル
条
約
三
条
一
項
f
（
改
正
前
二
四
条
二
項
）
の
規
定
は
、
二
重
の
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
一
に
、
何

が
二
重
課
税
条
約
の
目
的
上
「
国
籍
」
の
も
と
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
同
条
項
が
純
粋
な
定
義
規

定
で
あ
る
こ
と
が
、
確
立
さ
れ
て
い
る
。
二
に
、
同
条
項
は
、
無
差
別
取
扱
ル
ー
ル
の
人
的
適
用
対
象
に
関
し
て
二
四
条
一
項
二
文

の
規
定
を
追
加
し
て
、
モ
デ
ル
条
約
一
条
お
よ
び
三
条
一
項
所
定
の
条
約
主
体
（
冨
餌
身
ω
自
三
。
亀
＜
ξ
）
に
関
す
る
一
般
規
定
の
例

外
を
定
め
て
い
る
。
三
条
一
項
ω
（
改
正
前
二
四
条
二
項
）
は
、
無
差
別
取
扱
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
人
的
範
囲
を
特
定
し

て
い
る
。

2
　
　
レ
ー
レ

　
　
ノ
　
　
　
　
　
ノ

　
三
条
一
項
f
（
改
正
前
二
四
条
二
項
）
に
よ
れ
ば
、
「
国
民
」
の
用
語
は
次
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
qD
　
一
方
の
締
約
国
の
国
籍
を
有
す
る
、
す
べ
て
の
個
人

　
　
⑭
　
両
締
約
国
の
い
ず
れ
か
一
方
で
効
力
の
あ
る
法
令
に
従
っ
て
そ
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
、

法
人
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ



（
組
合
、
人
的
会
社
な
ど
）
お
よ
び
そ
の
他
の
社
団

租税条約Lの国籍による無差別取扱条項（二三）

3
　
個
　
人

　
個
人
に
言
及
し
つ
つ
用
い
ら
れ
る
と
き
の
用
語
「
国
民
（
轟
ぎ
轟
邑
」
は
、
改
正
後
3
条
1
項
ω
で
定
義
さ
れ
て
お
り
、
そ
し

て
』
方
の
締
約
国
の
国
籍
を
有
す
る
」
す
べ
て
の
個
人
を
取
り
込
ん
で
い
る
。
一
九
九
六
年
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
三
条
に
関
す

る
コ
メ
ン
タ
リ
ー
第
n
に
よ
れ
ば
、
あ
る
個
人
が
一
方
の
国
の
国
籍
を
保
有
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
た
め
に
、
国
籍
の
取
得
お

よ
び
喪
失
に
関
す
る
各
国
の
特
別
規
定
を
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
他
方
の
国
の
国
籍

に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
、
一
方
の
国
の
司
法
当
局
お
よ
び
行
政
当
局
に
よ
る
解
釈
を
要
求
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
二
重
課
税
条
約
に
と
っ
て
、
一
方
締
約
国
の
国
民
が
同
時
に
第
三
国
の
国
民
で
も
あ
る
か
ど
う
か
は
、
重
要
で
な
い
。
こ
れ
が
そ

う
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
者
は
そ
の
資
格
の
点
で
両
締
約
国
の
一
方
の
国
民
と
し
て
二
四
条
一
項
を
援
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
二
重
国
籍
を
有
す
る
者
が
双
方
の
締
約
国
の
国
籍
を
保
有
し
て
い
る
場
合
、
両
締
約
国
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
の
者
を
第
一
次

的
に
自
国
の
国
民
と
し
て
取
り
扱
う
の
で
、
そ
の
結
果
、
そ
の
者
は
国
籍
を
理
由
と
す
る
差
別
に
遭
遇
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
国
際
私
法
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
、
二
重
国
籍
者
に
つ
い
て
の
優
先
的
国
籍
（
餌
賃
巨
鋤
昌
轟
ぎ
昌
琶
身
）
を
ど
の

よ
う
に
決
定
す
る
か
の
間
題
は
、
二
重
課
税
法
に
と
っ
て
重
要
で
な
い
。

　
あ
る
者
が
両
締
約
国
の
国
民
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
起
き
る
場
合
に
は
、
双
方
の
国
に
お
け
る
そ
の
者
の
（
特
典
を
う
け
る
）
地

位
は
、
国
籍
に
よ
る
無
差
別
取
扱
条
項
の
適
用
を
不
必
要
な
も
の
に
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
両
締
約
国
の
一
方
の
国
民
が
ま
た
同
時
に

第
三
国
の
国
民
で
あ
る
場
合
に
は
、
事
情
は
異
な
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
条
約
上
の
無
差
別
取
扱
条
項
は
、
前
者
の
国

籍
の
差
別
取
扱
を
保
護
す
る
だ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
撚
）

　
モ
デ
ル
条
約
は
、
個
人
に
関
す
る
「
国
籍
」
を
定
義
す
る
た
め
、
両
締
約
国
の
国
内
法
令
の
国
籍
条
項
を
参
照
さ
せ
て
い
る
。
こ
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の
よ
う
に
、
モ
デ
ル
条
約
は
、
「
…
…
国
籍
と
は
、
そ
の
国
籍
が
問
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
国
の
法
令
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

い
う
一
般
ル
ー
ル
に
従
っ
て
い
る
。

　
特
殊
な
ケ
ー
ス
（
例
え
ば
、
連
合
王
国
の
国
内
法
に
よ
る
受
託
者
、
胎
児
）
の
場
合
、
改
正
後
三
条
一
項
ω
の
目
的
上
、
何
が
個
人

た
り
う
る
か
の
疑
間
が
生
じ
よ
う
。
用
語
「
個
人
」
は
、
条
約
上
で
定
義
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
は
、

三
条
二
項
に
お
け
る
解
釈
に
関
す
る
条
約
ル
ー
ル
は
、
条
約
中
に
関
係
文
脈
が
欠
け
る
と
き
、
関
係
の
条
約
締
約
国
の
国
内
法
を
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
）

照
さ
せ
て
い
る
。
他
方
の
国
の
国
民
に
対
す
る
一
方
の
国
に
よ
る
差
別
的
行
為
に
か
か
わ
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
三
条
二
項
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
捌
）

る
国
内
法
の
参
照
は
、
差
別
取
扱
を
行
う
国
の
法
令
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
撚
）
　
個
人
の
用
語
に
つ
い
て
、
み
よ
、
ご
晦
象
映
こ
O
ゆ
＞
じ
。
曽
＞
奔
ω
＞
房
」
勾
N
。
一
F

　
（
珊
）
　
ミ
翼
ミ
ミ
』
。
≧
こ
＞
一
一
鵬
o
ヨ
①
言
o
需
町
窪
α
Φ
ω
ω
辞
き
け
ω
き
鷺
ま
ユ
讐
Φ
一
冨
お
o
窪
ω
る
。
＞
亀
一
●
一
8
N
あ
μ
2
’

　
（
捌
）
　
三
条
二
項
日
』
方
締
約
国
に
よ
る
こ
の
条
約
の
適
用
上
、
定
義
さ
れ
て
い
な
い
用
語
は
、
…
…
こ
の
［
条
約
の
適
用
］
国
の
法
令

　
　
に
お
け
る
当
該
用
語
の
意
味
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
」

　
（
捌
）
　
三
条
二
項
が
参
照
さ
れ
て
い
る
法
令
の
問
題
に
関
し
て
、
み
よ
、
§
頓
象
映
騨
婁
）
い
㊤
Ω
き
ω
①
血
①
お
毫
9
留
一
．
節
註
巳
Φ
9

　
　
℃
貰
●
ρ
ζ
o
α
o
一
①
α
①
O
o
コ
＜
Φ
日
一
〇
旨
α
①
一
、
O
O
O
国
」
⊇
怨
自
①
×
一
〇
霧
o
ヰ
①
辞
①
の
呼
℃
㊤
三
ω
＝
互
一
一
Φ
（
切
≡
×
①
一
一
①
ω
”
一
〇
〇〇
一
）
）
O
竃

　
　
（
O
①
一
）
“
』
ミ
遷
§
ミ
。
り
鴇
～
罫
§
、
飾
亀
シ
↓
冨
一
日
Φ
8
お
貫
二
〇
昌
o
噛
富
×
q
8
貯
一
①
ω
惹
浮
も
四
三
8
一
貰
お
8
『
窪
8
8
＞
三
〇
一
①
oo

　
　
（
N
）
曽
o
胤
9
①
○
国
O
U
ζ
o
α
①
一
H
）
戸
ω
↓
園
一
＆
噛
引
O
O
脇
い
（
一
〇
〇〇
腿
）
脚
映
紺
ぎ
界
山
o
駄
9
田
自
①
一
震
o
び
一
①
ヨ
Φ
げ
①
一
α
①
『
》
q
ω
一
①
讐
口
鵬

　
　
＜
g
O
o
唇
Φ
一
ぴ
Φ
ω
一
窪
①
毎
罐
ω
ぎ
ざ
目
ヨ
①
戸
困
≦
」
O
o
。
U
」
謡
（
旨
o。
）
D
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4
　
個
人
以
外
の
者

　
改
正
後
三
条
一
項
f
㈹
（
改
正
前
二
四
条
二
項
b
）
に
よ
れ
ば
、
国
籍
に
よ
る
無
差
別
取
扱
ル
ー
ル
は
、
法
人
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朧
）

ッ
プ
（
組
合
、
人
的
会
社
な
ど
）
お
よ
び
そ
の
他
の
社
団
に
適
用
さ
れ
る
。
国
内
法
令
に
よ
っ
て
会
社
と
同
じ
地
位
を
与
え
ら
れ
る



租税条約上の国籍による無差別取扱条項（三）

実
体
（
①
暮
三
亀
が
モ
デ
ル
条
約
3
条
1
項
b
に
い
う
「
会
社
（
8
ヨ
葛
員
）
」
で
あ
る
の
は
、
も
し
そ
の
実
体
が
課
税
の
目
的
上

法
人
格
を
有
す
る
団
体
（
ぎ
号
誘
8
∈
o
轟
琶
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
モ
デ
ル
条
約
三
条
一
項

b
は
自
動
的
に
そ
れ
ら
の
実
体
を
モ
デ
ル
条
約
二
四
条
二
項
（
改
正
後
三
条
一
項
f
㈹
）
に
い
う
法
人
（
一
罐
巴
需
お
9
）
に
す
る
わ

　
　
　
（
㎜
）

け
で
は
な
い
。
恒
久
的
施
設
は
当
該
列
挙
に
該
当
し
な
い
。
恒
久
的
施
設
は
法
的
に
一
企
業
の
非
独
立
的
構
成
組
織
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
恒
久
的
施
設
を
保
有
す
る
企
業
が
改
正
後
一
項
f
㈹
の
前
提
要
件
を
み
た
す
な
ら
ば
、
そ
の
企
業
は
全
体
と
し
て
の
企
業

の
た
め
ー
し
た
が
っ
て
そ
の
恒
久
的
施
設
の
た
め
に
も
i
国
籍
に
よ
る
無
差
別
取
扱
ル
ー
ル
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
三
条
一
項
ω
に
よ
れ
ば
、
明
文
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
組
合
、
人
的
会
社
な
ど
）
は
社
団
の
亜
種
で
あ
る
。

「
社
団
（
器
ω
○
。
舜
一
9
）
」
は
モ
デ
ル
条
約
の
他
の
条
文
で
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
の
英
語
版
・
フ
ラ
ン
ス
語

版
さ
ら
に
U
N
モ
デ
ル
条
約
で
も
、
「
社
団
（
霧
ω
8
蛋
δ
霧
）
」
で
一
致
し
て
い
る
。
モ
デ
ル
条
約
三
条
一
項
a
で
は
、
そ
の
代
わ

り
に
、
英
語
版
で
は
「
人
的
団
体
（
ぎ
身
9
冨
お
o
霧
）
」
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
で
は
「
人
的
団
体
（
鴨
8
需
ヨ
窪
磁
号
冨
お
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
捌
）

3
8
）
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
用
語
を
相
異
な
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
社
団
」
と
「
人
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
騰
）

団
体
」
は
同
意
義
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
公
式
ド
イ
ツ
語
訳
は
正
当
に
も
両
者
に
つ
い
て
同
一
の
語
「
社
団

（
℃
震
ω
9
窪
お
邑
巳
讐
轟
窪
）
」
を
用
い
て
い
る
。
O
E
C
D
加
盟
国
の
う
ち
少
数
の
国
が
所
得
税
お
よ
び
法
人
税
の
分
野
に
お
い

て
法
人
（
一
畠
巴
需
お
○
塁
）
と
対
照
的
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
組
合
、
人
的
会
社
な
ど
）
お
よ
び
そ
の
他
の
社
団
に
租
税
法
上
固

有
の
権
利
能
力
（
虫
器
虫
題
器
ψ
窪
震
お
9
巨
餌
三
婆
魯
）
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
他
の
す
べ
て
の
加
盟
国
ー
ド
イ
ツ
連
邦
共
和

国
を
含
む
。
ー
で
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
組
合
、
人
的
会
社
な
ど
）
で
は
な
く
そ
の
社
員
が
所
得
税
の
納
税
義
務
を
負
う
。

こ
れ
が
そ
う
で
あ
る
国
々
で
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
組
合
、
人
的
会
祉
な
ど
）
が
租
税
法
上
差
別
取
扱
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
社
員
だ
け
が
差
別
を
う
け
る
こ
と
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
社
員
が
両
締
約
国
の
一
方
の
国
籍
を
保
有
す
る
場
合
、
個
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
郷
）

無
差
別
取
扱
の
ル
ー
ル
は
こ
の
事
例
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
組
合
、
人
的
会
社
な
ど
）
お
よ
び
（
そ
の
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（
捌
）

他
の
）
社
団
に
不
利
益
な
課
税
を
禁
止
す
る
た
め
、
国
籍
に
よ
る
無
差
別
取
扱
規
定
の
人
的
適
用
対
象
は
、
内
o
旨
＼
0
3
器
⇒
に
よ

れ
ば
、
こ
れ
ら
を
含
ん
で
い
る
が
、
と
く
に
そ
の
理
由
は
次
の
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
納
税
者
が
そ
の
国
内
で
有
効

な
法
令
に
基
づ
い
て
そ
の
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
又
は
社
団
を
と
お
し
て
そ
の
者
の
（
事
業
）
活
動
を
営

ん
で
い
る
、
と
い
う
事
実
に
特
に
根
拠
を
お
く
。
例
え
ば
、
当
該
課
税
す
る
締
約
国
は
、
当
該
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
こ
の
課
税
国

の
法
令
に
基
づ
き
そ
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
か
ど
う
か
に
応
じ
て
、
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
課
税
所
得
の
計
算
上
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
損
失
の
控
除
を
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
に
は
一
般
に
し
た
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
い
う
の
も
、
当
該
課
税
す
る
締
約
国
は
、
納
税
主
体
（
9
象
貰
ぎ
一
9
注
身
）
が
両
締
約
国
に
お
い
て
社
員
（
o
霞
9
包
で
あ
る

限
り
、
設
例
の
よ
う
な
状
況
は
、
「
会
社
」
に
対
す
る
異
な
る
課
税
又
は
よ
り
重
い
課
税
の
ケ
ー
ス
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
（
組
合
、
人
的
会
社
な
ど
）
を
三
条
一
項
ω
に
関
係
づ
け
る
こ
と
は
、
組
合
、
人
的
会
社
な
ど
が
所
得
税
の
納
税
義
務
を

負
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
、
お
よ
び
組
合
、
人
的
会
社
の
条
約
上
の
権
原
が
社
員
に
直
接
に
付
与
さ
れ
て
い
る
（
9
ω
皿
耳
霊
讐
）
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
（
撚
）

な
ケ
ー
ス
に
と
っ
て
も
、
ま
た
、
最
後
に
、
組
合
、
人
的
会
社
な
ど
が
所
得
税
又
は
法
人
税
の
納
税
義
務
を
負
わ
な
い
と
き
で
さ
え

し
ば
し
ば
課
税
を
う
け
る
、
そ
れ
以
外
の
（
異
な
る
）
租
税
（
事
業
税
、
財
産
税
な
ど
）
に
つ
い
て
も
重
要
で
あ
り
つ
づ
け
る
。
例
え

ば
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
で
は
、
人
的
会
社
自
体
が
事
業
税
の
納
税
義
務
を
負
う
し
、
外
国
の
人
的
会
社
自
体
も
ま
た
財
産
税
の
納

　
　
　
　
（
珊
）

税
義
務
を
負
う
。
さ
ら
に
、
二
重
課
税
条
約
が
そ
の
他
の
点
で
は
通
常
適
用
さ
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
二
四
条
六
項
に
よ
り
無
差
別

取
扱
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
、
そ
う
し
た
多
数
の
そ
の
他
の
租
税
（
事
業
税
、
財
産
税
な
ど
）
の
場
合
に
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蹴
）

（
組
合
、
人
的
会
社
な
ど
）
が
独
立
し
て
課
税
を
う
け
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蹴
）

　
個
人
以
外
の
者
の
国
籍
は
、
そ
の
設
立
準
拠
法
に
従
っ
て
、
決
せ
ら
れ
る
。

　
（
捌
）
　
法
人
（
δ
謎
巴
冨
誘
o
累
）
の
概
念
に
つ
い
て
、
参
照
、
ξ
頓
9
映
こ
O
ゆ
＞
評
酵
蕊
＞
び
巴
寄
μ
伊

　
（
鵬
）
　
参
照
、
ぎ
％
9
映
こ
O
ω
》
3
＞
雰
曽
国
ド
竃
。
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「
法
人
」
の
概
念
定
立
に
つ
い
て
、
参
照
、
ξ
頓
災
映
：
O
ω
＞
！
＞
拝
も
。
＞
げ
ω
」
認
」
9
§
嵩
鉾
嵩
す

同
旨
、
淘
§
鼻
緊
ミ
き
Z
き
象
鶉
ユ
ヨ
ヨ
帥
鉱
3
あ
＝
℃
轟
ぎ
譜
し
。
⑩
マ
oo
ω
●

モ
デ
ル
条
約
三
条
一
項
f
ω
。

映
ミ
ミ
b
暮
ミ
黛
、
oo
鴇
二
一
一
勾
α
葭
。
oo
O
ω
●

ぎ
鱗災映

二
〇
ゆ
＞
3
＞
拝
一
勾
N
●
b
o
ド
遭
勲
N
醤
’

ド
イ
ツ
財
産
税
法
二
条
一
項
二
号
。

参
照
、
ぎ
晦
象
映
こ
O
ゆ
＞
浄
＞
拝
曽
菊
N
μ
認
隼

こ
れ
か
ら
生
じ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
み
よ
、
ぎ
晦
象
象
．
U
ω
乏
’
＞
答
圏
w
寄
’
器
巳

租税条約上の国籍による無差別取扱条項（三）

　
D
　
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蹴
）

　
個
人
以
外
の
者
に
関
し
て
、
用
語
「
国
民
」
は
、
「
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
効
力
を
有
す
る
法
令
に
よ
り
そ
の
地
位
を
与
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵬
）

れ
た
す
べ
て
の
法
人
（
一
畠
巴
需
第
○
霧
）
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
組
合
、
人
的
会
社
o
畦
言
震
ω
三
冨
）
お
よ
び
社
団
」
を
包
含
す
る

も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。
多
数
の
国
で
は
、
こ
れ
は
、
法
人
が
設
立
さ
れ
る
国
お
よ
び
法
人
の
本
店
が
所
在
す
る
国
と
同
じ

で
あ
る
。
法
人
の
国
籍
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
四
条
で
用
い
ら
れ
て
い
る
判
断
基
準
す
な
わ
ち
「
実
質
的
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脳
）

理
の
場
所
（
三
碧
①
o
富
幕
象
お
ヨ
き
餌
鴨
B
①
算
ご
、
お
よ
び
「
居
住
地
（
お
ω
箆
雲
8
）
」
と
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
人

に
関
す
る
ル
ー
ル
と
異
な
り
、
個
人
「
以
外
の
者
」
に
つ
い
て
は
国
籍
に
関
す
る
締
約
国
の
国
内
法
令
は
参
照
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

の
よ
う
な
参
照
規
定
の
不
存
在
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
国
内
法
シ
ス
テ
ム
は
一
般
的
に
、
本
質
的
に
は

個
人
の
国
籍
の
定
義
と
異
な
ら
ず
、
そ
し
て
法
人
に
つ
い
て
は
広
い
幅
の
あ
る
判
断
基
準
が
、
国
籍
を
決
定
す
る
た
め
用
い
ら
れ
て

い
る
。
も
し
租
税
条
約
が
国
内
法
令
を
参
照
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
幅
広
い
判
断
基
準
を
定
立
し
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
の

規
定
は
、
国
籍
に
よ
る
無
差
別
取
扱
条
項
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
的
範
囲
に
お
い
て
、
両
締
約
国
間
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
ア
ン
バ
ラ
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ン
ス
を
生
み
だ
す
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
個
人
の
国
籍
の
点
に
つ
い
て
コ
ン
セ
プ
ト
（
概
念
）
は
明
ら
か
に
居
住
地
と
異
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ら
二
つ

の
用
語
間
に
お
け
る
明
白
な
識
別
は
、
一
般
的
に
法
人
に
関
し
て
な
さ
れ
え
な
い
。
両
方
の
用
語
は
、
法
人
と
主
権
（
租
税
高
権
）

と
の
あ
い
だ
に
存
す
る
結
節
要
素
を
指
し
示
す
幅
広
い
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
か
の
要
素
が
そ
の
よ
う
な
結
び
つ

き
を
決
す
る
か
は
、
し
ば
し
ば
、
問
題
の
法
人
の
目
的
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
個
人
に
関
す
る
場
合
よ
り
も
は
る
か
に
し
ば
し
ば
、

ー
セ
ッ
ト
の
判
断
基
準
が
、
あ
る
法
人
が
租
税
法
の
目
的
上
国
内
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
決
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
う
る
し
、
ま
た
、

著
し
く
相
異
な
る
セ
ッ
ト
が
、
例
え
ば
、
外
国
為
替
管
理
の
目
的
の
た
め
、
あ
る
い
は
敵
国
条
項
の
た
め
法
人
の
地
位
に
関
し
て
決

定
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
う
る
。
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（
蹴
）
　
一
九
六
三
年
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
は
、
一
九
七
七
年
O
E
C
D
モ
デ
ル
の
表
現
「
判
例
法
を
含
む
法
（
鼠
巧
ω
）
」
と
異
な
り
、
用

語
「
法
令
（
冨
≦
）
」
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
モ
デ
ル
条
約
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
は
一
九
六
三
年
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
一
九
七
七
年
テ
キ
ス
ト

　
の
両
方
で
用
語
「
法
令
（
一
猪
巨
呂
o
P
［
鼠
邑
）
」
を
用
い
て
い
る
事
実
に
照
ら
す
と
、
英
語
版
に
お
け
る
相
違
は
、
そ
の
実
質
を
欠
く

　
も
の
と
思
わ
れ
る
。
O
E
C
D
モ
デ
ル
三
条
二
項
に
お
け
る
「
法
律
」
（
一
九
六
三
年
）
と
「
判
例
法
を
含
む
法
」
（
一
九
七
七
年
）
と
の

相
違
に
つ
い
て
、
み
よ
、
』
ミ
倦
～
§
題
飾
ミ
ち
¢
O
轟
コ
o
冨
N
o
。
ド
ω
↓
界
讐
お
猟
8
9
0
8
嵩
」
P

（
鵬
）
　
ト
ラ
ス
ト
の
準
拠
法
に
つ
い
て
、
み
よ
、
↓
冨
＝
四
讐
巴
⇔
自
く
窪
試
8
9
9
①
一
帥
≦
》
ロ
巳
8
四
三
①
8
↓
三
ω
房
き
α
2
跨
①
嘗

菊
Φ
8
轟
巳
鉱
o
p
9
身
ξ
芦
お
o
。
㎝
（
ト
ラ
ス
ト
に
適
用
し
う
る
法
律
お
よ
び
そ
の
認
知
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
y

（
謝
）
　
法
人
の
国
籍
、
法
人
の
本
店
お
よ
び
居
住
地
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
文
献
と
裁
判
例
に
つ
い
て
、
§
映
象
映
こ

　Uω

＞
。
。
）
》
拝
圏
勾
N
。
oo
ω
る
ω
P
oo
ω
ダ
ω
oo
o
。

②
　
法
人
の
国
籍

一
方
の
締
約
国
の
法
律
に
よ
れ
ば
法
人
の
国
籍
と
法
人
の
居
住
地
と
の
区
別
が
認
識
さ
れ
る
場
合
、

国
籍
は
法
人
設
立
の
場
所
、



租税条約上の国籍による無差別取扱条項（三）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
獅
）

資
本
の
源
泉
地
（
9
喧
＝
o
汀
8
評
巴
）
、
又
は
法
人
を
支
配
し
て
い
る
個
人
も
し
く
は
法
人
の
国
籍
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
う
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蹴
）

れ
に
対
し
、
居
住
地
は
管
理
支
配
地
（
一
8
畳
8
亀
ヨ
き
謎
①
ヨ
。
馨
”
且
8
昌
邑
）
に
よ
っ
て
通
常
決
せ
ら
れ
よ
う
。
無
差
別
取
扱

の
目
的
の
た
め
に
、
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
は
、
法
人
の
国
籍
の
判
断
基
準
と
し
て
法
人
設
立
地
（
跨
Φ
o
鼠
8
0
＝
⇒
8
6
0
『
器
9
）

を
選
択
し
て
い
る
。

　
一
九
九
六
年
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
三
条
に
関
す
る
コ
メ
ン
タ
リ
ー
第
9
に
お
い
て
、
所
見
が
留
保
さ
れ
て
い
る
。
「
法
人
の
国

籍
を
定
義
す
る
に
あ
た
っ
て
、
特
定
の
国
々
は
、
会
社
を
規
制
す
る
法
令
を
斜
酌
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
会
社
に
拠
出
さ
れ
た
資

本
の
源
泉
地
（
o
ユ
咀
口
）
、
又
は
会
社
を
支
配
す
る
個
人
の
国
籍
若
し
く
は
そ
の
会
社
の
国
籍
を
斜
酌
す
る
。
」

　
法
的
実
体
（
巴
畠
巴
①
呂
身
）
の
国
籍
を
決
定
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
判
断
基
準
は
次
の
と
お
り
列
挙
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
　
㈱
　
法
人
の
設
立
。
　
　
こ
の
判
断
基
準
の
も
と
で
、
法
人
は
、
そ
の
法
人
に
法
的
地
位
を
与
え
て
い
る
国
の
国
籍
で
あ
る
。

（b）

こ
の
判
断
基
準
は
さ
ら
に
二
つ
に
細
分
さ
れ
う
る
。
当
該
実
体
が
最
初
に
設
立
さ
れ
た
管
轄
地
（
冒
誘
象
＆
§
）
と
、

そ
れ
が
現
在
組
織
さ
れ
て
い
る
管
轄
地
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
つ
い
て
は
内
国
歳
入
法
典
七
七
〇
一
条

㈱
＠
、
オ
ラ
ン
ダ
に
つ
い
て
は
一
九
六
九
年
法
人
所
得
税
法
二
条
四
項
で
あ
る
。

株
主
の
国
籍
。
　
　
こ
の
テ
ス
ト
は
、
税
務
行
政
に
と
っ
て
困
難
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
多
数
の
問
題
を
惹
き
起
こ
す
。

議
決
権
が
必
要
で
あ
る
か
、
又
は
資
本
の
拠
出
で
足
り
る
の
か
？
　
少
数
株
主
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
る
実
質
的
支
配

権
（
9
8
0
二
＜
①
8
筥
8
一
〇
8
三
〇
霧
）
に
い
か
な
る
ウ
ェ
ー
ト
が
付
与
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
も
し
、
株
主
が

さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
を
有
す
る
場
合
に
は
、
ど
う
か
？
　
法
人
株
主
の
国
籍
は
ど
の
よ
う
に
決
す
べ
き
か
？
他
方
、
適
用
上

あ
ま
り
困
難
の
と
も
な
わ
な
い
、
代
替
的
な
判
断
基
準
は
、
株
主
の
居
住
地
を
考
慮
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
で

は
、
株
主
の
居
住
地
は
、
「
併
合
申
告
書
（
σ
9
盆
8
8
房
呂
泳
）
」
の
制
度
の
適
用
上
、
法
人
の
国
籍
の
た
め
の
支
配
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（c）（d）

要
素
（
鋤
8
旨
δ
≡
轟
壁
簿
自
）
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
フ
ラ
ン
ス
国
内
法
人
に
の
み
利
用
さ
れ
う
る
。
フ
ラ
ン
ス
法

に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
、
外
国
株
主
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
外
に
「
実
質
的
な
統
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蹴
）

本
部
（
8
艮
お
8
象
お
呂
2
①
諌
①
＆
話
）
」
を
有
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
、
従
っ
て
外
国
法
人
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
株
主
の
国
籍
又
は
居
住
地
は
、
法
人
の
国
籍
を
確
定
す
る
う
え
で
原
則
と
し
て
判
断
基
準
で
は
な

い
。経

営
管
理
者
（
ヨ
き
謎
。
ヨ
①
日
）
の
国
籍
。
　
取
締
役
お
よ
び
経
営
管
理
者
の
国
籍
が
法
人
と
国
と
の
あ
い
だ
の
結
節

要
素
と
し
て
十
分
で
あ
る
か
ど
う
か
の
問
題
は
さ
て
お
く
と
し
て
、
こ
の
テ
ス
ト
も
ま
た
、
相
異
な
る
国
籍
（
複
数
）
の

者
が
経
営
管
理
者
と
し
て
役
務
を
提
供
し
て
い
る
場
合
、
諸
問
題
を
惹
き
起
こ
す
。
こ
の
場
合
に
も
、
経
営
管
理
者
の
居

住
地
も
同
様
の
間
題
の
あ
る
代
替
案
で
あ
ろ
う
。

実
質
的
経
営
管
理
の
所
在
地
。
　
　
こ
こ
で
は
、
法
人
が
現
実
に
経
営
管
理
さ
れ
て
い
る
場
所
が
、
そ
の
管
轄
地
（
甘
誘
－

象
＆
9
巴
器
讐
）
を
決
定
す
る
。
何
が
実
質
的
経
営
管
理
の
場
所
を
構
成
す
る
か
に
関
し
て
、
選
択
肢
が
用
い
ら
れ
う

る
。
テ
ス
ト
は
、
取
締
役
会
が
開
催
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
よ
う
に
経
営
管
理
の
所
在
地
と
い
っ
た
形
式
基
準
に
よ
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蹴
）

（
U
K
法
に
基
づ
く
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。
）
。
こ
れ
と
は
逆
の
方
向
に
、
現
実
の
事
業
活
動
が
遂
行
さ
れ
て
い
る
場
所
を

含
め
、
法
人
の
操
業
（
夢
①
8
∈
o
轟
帯
8
震
碧
一
〇
口
）
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
考
慮
に
入
れ
る
そ
う
し
た
き
わ
め
て
混

成
的
な
支
配
テ
ス
ト
が
、
用
い
ら
れ
う
る
。
こ
の
テ
ス
ト
の
も
と
で
選
択
し
う
る
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
前
叙
の
㈱
で
列
挙
し

た
よ
う
に
き
わ
め
て
形
式
的
な
法
人
設
立
か
ら
、
後
述
の
㈹
で
述
べ
る
き
わ
め
て
現
実
的
な
事
業
活
動
に
至
る
ま
で
、
分

散
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
普
通
は
、
管
理
本
店
（
9
①
震
ぎ
o
言
巴
o
睡
8
0
噛
げ
諾
ぎ
①
器
）
の
所
在
地
、
取
締
役

会
の
開
催
地
、
法
人
の
源
資
が
所
在
す
る
国
お
よ
び
実
質
的
に
類
似
の
状
況
を
考
慮
に
入
れ
た
一
連
の
諸
要
素
が
、
用
い

ら
れ
て
い
る
。
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側
　
主
た
る
事
業
所
。
　
　
こ
の
テ
ス
ト
の
も
と
で
は
、
法
人
は
、
同
社
が
そ
の
主
た
る
事
業
活
動
を
遂
行
す
る
国
に
所
在
す

　
　
　
　
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
業
所
（
震
ぎ
0
6
巴
巳
霧
①
亀
ど
ω
ヨ
8
ω
）
は
し
ば
し
ば
　
　
し
か
し
、
必
ず

　
　
　
　
し
も
必
要
で
な
い
　
　
法
人
の
経
営
管
理
本
部
（
9
。
区
ヨ
ぎ
裂
轟
蔓
δ
8
葺
R
o
P
冨
8
琶
9
身
）
を
含
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
こ
の
テ
ス
ト
の
例
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
租
税
法
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
国
の
租
税
法
に
よ
れ
ば
、
法
人
は
、
パ

　
　
　
　
キ
ス
タ
ン
に
源
泉
を
有
す
る
法
人
所
得
の
割
合
い
が
そ
の
全
所
得
と
の
関
係
に
お
い
て
大
き
な
割
合
い
を
占
め
て
い
る
な

　
　
　
　
ら
ば
、
そ
の
全
世
界
所
得
に
対
す
る
課
税
に
服
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
法
人
の
本
店
（
実
質
的
経
営
管
理
の
場

　
　
　
　
所
）
が
他
の
国
に
所
在
し
て
い
る
場
合
と
く
に
、
事
業
プ
ラ
ン
ト
の
所
在
地
等
が
あ
る
法
人
を
内
国
法
人
と
し
て
分
類
す

　
　
　
　
る
に
は
狭
い
べ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
は
、
明
か
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
多
数
の
外
国
の
法
令
に
も
と
づ
い
て
、
法
人
（
餌
8
∈
o
轟
二
8
）
は
、
そ
の
管
理
の
場
所
が
あ
る
国
に
住
所
が
あ
る
も

の
（
3
昌
9
巴
）
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
法
人
（
四
8
∈
9
呂
3
）
が
X
国
で
設
立
さ
れ
、
そ
し
て
Y
国
で
管
理

支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
一
九
七
七
年
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
に
い
う
「
す
べ
て
の
法
人
（
巴
＝
畠
巴
幕
『
－

ω
o
霧
）
」
の
用
語
を
含
ん
で
い
る
条
約
が
そ
の
よ
う
な
法
人
（
餌
8
壱
o
轟
ぎ
昌
）
を
そ
の
設
立
地
国
の
国
民
と
し
て
取
り
扱
お
う
と

し
て
い
る
の
か
、
そ
の
管
理
支
配
地
国
の
国
民
と
し
て
取
り
扱
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
又
は
双
方
の
国
の
国
民
と
し
て
取
り
扱
お

う
と
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
、
明
ら
か
で
な
い
。
後
者
の
解
釈
が
興
味
深
い
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
解
釈
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
）

無
差
別
取
扱
を
決
定
す
る
目
的
で
、
多
角
的
比
較
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
会
社
の
国
籍
は
な
じ
み
の
な
い
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
三
条
一
項
qD
㈲
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
で
は
、
会
社
の

国
籍
の
定
義
は
一
方
の
締
約
国
で
効
力
の
あ
る
法
令
に
し
た
が
っ
て
設
立
さ
れ
た
…
…
法
人
（
一
畠
巴
冨
毎
o
霧
）
を
意
味
す
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
）

の
目
的
に
と
っ
て
設
立
と
は
、
設
立
の
原
初
の
国
（
9
。
o
ユ
讐
轟
一
雪
碧
窃
亀
言
8
琶
自
呂
9
）
を
意
味
す
る
必
要
は
な
い
。
多
く

の
国
々
の
会
社
法
に
よ
れ
ば
、
一
国
で
設
立
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
会
社
は
実
質
的
に
そ
の
設
立
地
を
異
動
で
き
、
そ
し
て
あ
た
か
も
そ

65



法学研究70巻6号（ラ97：6）

れ
が
別
の
国
で
設
立
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
継
続
で
き
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
当
該
会
社
は
、
か
か
る
異
動
以
降
、
第
二
の
国
の

国
民
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。
モ
デ
ル
条
約
の
ド
イ
ツ
語
版
は
、
設
立
（
R
昌
耳
窪
）
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
表
現
（
8
冨
簿
ぎ
）
と
同
じ
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
英
語
版
の
奇
妙
な
表
現
』
方
の
締
約
国
で
効
力
の

あ
る
法
令
に
基
づ
い
て
そ
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
…
…
法
人
す
べ
て
」
に
従
え
ば
、
会
社
は
、
そ
の
地
位
を
効
力
の
あ
る
法
令
か
ら

与
え
る
国
の
国
民
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
定
義
は
、
国
々
の
あ
い
だ
の
相
違
を
す
べ
て
除
去
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
い
ず
れ
の
シ
ス
テ
ム
の
法
が
会
社
を
規

制
（
碧
話
ヨ
ち
魯
δ
す
る
か
に
つ
い
て
、
二
つ
の
見
解
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
一
説
は
、
設
立
地
国
の
法
に
よ
っ
て
会
社
が
規
制
さ
れ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
（
設
立
地
主
義
ヨ
8
∈
○
『
呂
9
質
ぎ
。
旦
①
）
は
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
国
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

連
合
王
国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
な
ど
の
国
々
の
あ
い
だ
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
外
国
会
社
は
、
同

社
が
そ
の
設
立
地
国
の
法
令
に
し
た
が
っ
て
存
在
す
る
限
り
、
認
知
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
棚
）

　
第
二
の
見
解
は
、
残
り
の
E
U
加
盟
国
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
て
お
り
、
会
社
が
管
理
本
店
を
有
す
る
国
の
法
令
に
よ
っ
て
規
制
を

受
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
は
管
理
支
配
主
義
（
8
鼻
邑
巴
昌
三
怨
呂
8
震
ぎ
。
旦
①
）
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
国

の
大
部
分
の
国
内
法
は
、
一
方
の
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
は
ま
た
そ
の
国
に
お
い
て
管
理
支
配
地
（
管
理
本
店
）
を
有
し
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
（
縄
）

な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
管
理
支
配
主
義
国
に
そ
の
管
理
支
配
（
管
理
本
店
）
を
有
す
る
（
別
な
国
で
設
立
さ
れ
た
）
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謂
）

は
、
た
と
え
そ
の
管
理
本
店
が
設
立
地
国
外
に
あ
る
と
し
て
も
、
た
い
て
い
は
管
理
支
配
地
国
で
認
知
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場

合
、
当
該
会
社
が
、
管
理
本
店
を
有
す
る
国
の
法
令
に
よ
っ
て
統
制
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
の
裁
判
例
に
お
け
る
示
唆
に
よ

れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
管
理
本
店
を
有
す
る
会
社
で
他
の
国
で
設
立
さ
れ
た
も
の
は
、
そ
れ
が
会
社
法
上
認
知
さ
れ
る
か
否
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
租
税
法
の
目
的
上
認
知
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
あ
う
に
も
拘
わ
ら
ず
、
通
説
は
、
そ
れ
は
認
知
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
目
的
に
と
っ
て
、
ド
イ
ツ
と
そ
の
他
の
管
理
支
配
主
義
国
と
の
間
に
は
差
異
は
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
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う
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
会
社
の
存
在
が
租
税
法
の
目
的
上
認
知
さ
れ
な
い
唯
一
の
ケ
ー
ス
は
、
設
立
地
国
が
管
理
支
配
主
義
国
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鋼
）

あ
り
、
か
つ
管
理
本
店
（
8
再
邑
＆
昌
三
弩
呂
0
5
）
が
同
国
の
外
に
あ
る
場
合
で
あ
る
。

　
日
本
は
こ
の
目
的
に
と
っ
て
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
も
つ
。
日
本
商
法
は
、
外
国
法
人
を
定
義
せ
ず
に
外
国
会
社
に
言
及
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵬
）

り
、
外
国
会
社
は
一
般
に
日
本
法
以
外
の
法
令
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
日
本
外
で
設
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
）

さ
れ
た
会
社
で
日
本
に
主
た
る
事
務
所
（
四
震
ぎ
。
6
巴
o
睡
8
）
を
有
す
る
に
は
、
日
本
会
社
法
に
従
う
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
よ
う
な
要
件
は
、
管
理
支
配
主
義
を
採
用
す
る
国
々
に
お
い
て
通
常
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
確
実
な
定
義
は
、
実
務
上
、

問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
通
例
、
日
本
は
そ
の
条
約
に
お
い
て
会
社
の
国
籍
を
、
当
該
会
社
が
設
立
ま
た
は
組

織
さ
れ
た
国
と
し
て
定
義
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

租税条約ヒの国籍による無差別取扱条項（三）

（
踊
）
　
一
九
九
六
年
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
三
条
に
関
す
る
コ
メ
ン
タ
リ
ー
第
9
。

（
獅
）
専
◎
ミ
ミ
象
¢
ド
↓
霞
四
ぼ
o
⇒
o
｛
ぼ
き
9
①
ω
窪
α
ω
＝
び
ω
一
象
豊
①
ω
冒
≦
①
ω
鼠
ヨ
国
ξ
8
ρ
9
墨
匿
鋤
＆
誓
①
q
oo
●
＞
。
（
O
①
＜
－

①
暮
o
『
」
雪
o
o
）
も
雪
ま
き
α
一
9
　
一
九
九
六
年
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
四
条
に
関
す
る
コ
メ
ン
タ
リ
ー
第
2
2
・

（
癬
）
　
一
日
Φ
旨
餌
二
〇
昌
巴
O
げ
鋤
ヨ
σ
R
o
貼
O
O
ヨ
費
o
ρ
O
o
ρ
一
〇〇
〇
＼
N
O
N
勾
o
＜
■
α
簿
巴
q
⊆
器
凹
9
一
〇
〇〇
ρ
O
o
∩
●
一
〇〇
〇
＼
曽
O
α
簿
巴
］
≦
畦
o
『
ド

　
一
〇
〇
〇
一
き
α
＞
α
α
窪
α
仁
ヨ
8
0
8
」
O
o
O
＼
田
9
を
み
よ
。
U
夏
」
o
o
O
鳶
8
寄
＜
。
の
テ
キ
ス
ト
は
言
8
旨
畏
這
o
o
鰻
嵩
O
で
公
表
さ
れ
て

　
い
る
。

（
甥
）
　
U
K
テ
ス
ト
の
包
括
的
な
記
述
に
つ
い
て
は
、
み
よ
、
↓
箒
留
鼠
ヨ
㊦
耳
亀
零
碧
晋
①
8
0
0
∋
冨
昌
お
ω
箆
2
8
（
ω
℃
更
o
。
G。
）
。

　
木
村
弘
之
亮
「
イ
ギ
リ
ス
租
税
法
に
お
け
る
法
人
の
住
所
鞠
管
理
の
場
所
』
条
項
の
追
加
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
五
三
号
（
］
九
九
四
）

　
一
〇
七
頁
以
下
。

（
謝
）
　
O
o
ミ
ミ
毒
＼
O
ミ
ミ
、
息
る
⊆
O
轟
p
o
辞
①
置
」
コ
o
『
置
鋤
日
窒
犀
Φ
＜
一
①
≦
一
8
坪
讐
oc
①
．

（
㎜
）
　
ひ
と
つ
の
会
社
が
同
時
に
一
以
上
の
国
で
設
立
さ
れ
る
と
い
っ
た
状
況
も
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
み
よ
、
』
ミ
ぴ
ミ
o
ミ
討
こ

　
き
ミ
丸
鉾
歳
塞
ミ
ミ
ロ
＄
二
N
≦
。
［
菊
モ
器
＝
r
＞
声
び
冨
○
器
＄
昌
賞
嵩
α
は
、
一
二
加
盟
国
で
設
立
さ
れ
て
い
る
。

（
細
）
　
菊
Φ
巴
器
象
あ
み
篶
み
Φ
一
耳
蝉
冨
ぎ
巳
一
9
震
盟
5
震
ぎ
o
首
巴
簿
ぎ
房
器
ヨ
①
鼻
、
管
理
支
配
地
O
窪
q
巴
区
ヨ
一
三
雪
轟
ユ
o
⇒
）
餌
阜
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B
ぎ
一
母
二
〇
旨
8
＝
嘗
巴
ρ
＝
四
＝
宮
＜
R
≦
巴
ε
昌
堕
ω
①
α
①
α
Φ
一
ξ
四
α
ヨ
一
三
ω
叶
『
鶴
δ
器
，

（
㎜
）
　
ω
①
①
9
①
一
筥
①
旨
鋤
は
o
昌
巴
［
㊤
≦
＞
ω
ω
o
o
寅
二
9
身
鋤
津
8
昌
く
窪
ユ
o
昌
9
8
昌
臣
9
ω
o
＝
m
≦
お
一
鋤
辞
ぎ
磯
8
8
B
O
餌
巳
Φ
ω
レ
O
㎝
o。
5

　
同
条
約
案
は
、
会
社
の
身
分
法
と
し
て
設
立
地
及
び
管
理
支
配
地
の
国
の
法
（
9
Φ
寅
毛
9
9
Φ
ω
雷
9
9
ぎ
8
∈
o
轟
ぼ
8
き
α
o
窪
－

q
巴
呂
巨
三
ω
耳
呂
2
）
を
採
用
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
相
異
な
る
国
々
に
見
ら
れ
う
る
場
合
に
つ
い
て
そ
の
立
場
を
明

　
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

（
鵬
）
　
そ
の
例
に
つ
い
て
、
み
よ
、
』
ミ
鳶
～
§
塁
～
＞
職
ミ
）
覆
≦
ω
雷
号
9
葺
8
①
ギ
m
け
一
8
↓
ユ
σ
葺
き
ユ
P
一
〇
旨
も
呂
o。
o
o
8
♀

　ロ

0
8
8
。

（
謝
）
　
し
か
し
、
設
立
地
主
義
国
に
そ
の
管
理
本
店
を
有
す
る
ド
イ
ツ
設
立
会
社
は
、
そ
の
会
社
が
ド
そ
ツ
に
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
限
り
、

　
ド
イ
ツ
で
認
知
さ
れ
る
。
ω
o
①
肉
ミ
ミ
ミ
ミ
b
禽
魯
き
O
q
9。
一
智
ω
己
o
昌
O
o
ヨ
〇
四
三
霧
⊆
づ
α
R
O
震
ヨ
90
昌
一
鋤
≦
』
O
国
ξ
o
O
8
コ
↓
震
－

　鋤二〇コ一

〇
〇
ρ
一
誤
」
刈
Oo

。

（
瓢
）
新
注
釈
会
社
法
第
二
二
巻
（
↓
九
九
〇
年
）
五
二
一
頁
以
下
（
岡
本
執
筆
）
。

（
錨
）
商
法
四
八
二
条
。
同
条
は
、
会
社
の
主
た
る
目
的
が
日
本
で
事
業
を
遂
行
す
る
こ
と
で
あ
る
場
合
に
、
適
用
さ
れ
る
。
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③
　
法
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

　
用
語
「
法
人
（
一
畠
巴
冨
お
2
）
」
は
、
三
条
で
も
他
の
O
E
C
D
条
約
規
定
で
も
定
義
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
両
条
文
に
つ

い
て
、
非
公
式
の
ド
イ
ツ
語
訳
は
用
語
「
法
人
（
甘
旨
冴
3
Φ
評
あ
9
）
」
を
用
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
英
語
の
用
語
「
法
人

（
一
畠
巴
冨
お
9
）
」
と
「
法
人
格
を
有
す
る
団
体
（
げ
o
身
8
∈
聾
①
）
」
は
、
相
互
に
代
用
し
あ
え
る
。
改
正
後
三
条
一
項
の
定
義
は
、

当
該
法
人
に
そ
の
法
的
地
位
を
与
え
て
い
る
国
の
法
令
を
参
照
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
定
義
は
、
法
人
設
立
地
国
の
法
令
の
み
が
1

差
別
取
扱
を
す
る
外
国
の
法
令
で
は
な
い
　
　
あ
る
社
団
（
き
錺
ω
o
含
蝕
2
）
が
法
人
と
し
て
性
格
決
定
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
糊
）

い
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を
明
か
に
し
て
い
る
。

　
締
約
国
自
身
を
「
法
人
（
一
畠
巴
冨
お
○
易
）
」
と
し
て
性
格
決
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
障
害
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
帰
結
と
し
て
、



一
方
の
締
約
国
は
、
そ
の
他
の
点
で
同
様
の
状
況
に
あ
る
他
方
の
締
約
国
が
み
ず
か
ら
服
す
る
そ
う
し
た
課
税
よ
り
も
不
利
な
課
税

を
免
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
枷
）
　
一
九
九
六
年
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
三
条
一
項
㈲
は
用
語
「
会
社
（
8
ヨ
冨
昌
）
」
を
、
英
語
版
で
は
、
三
条
］
項
ω
㈲
で
用
い
ら

　
　
れ
て
い
る
用
語
「
法
人
（
一
紹
巴
冨
お
9
ご
に
代
え
て
む
し
ろ
「
法
人
格
を
有
す
る
団
体
（
四
昌
σ
＆
『
8
壱
○
轟
鼠
ご
を
構
成
す
る

　
　
も
の
と
し
て
定
義
す
る
。
三
条
一
項
㈲
お
よ
び
三
条
］
項
ω
㈹
の
双
方
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
語
版
テ
キ
ス
ト
は
表
現
「
需
お
8
莞

　
　
ヨ
自
巴
①
」
を
用
い
て
い
る
。

　
（
柵
）
　
こ
れ
は
、
E
C
諸
国
に
お
い
て
、
会
社
お
よ
び
法
人
の
相
互
認
知
に
関
す
る
E
C
条
約
に
よ
っ
て
、
作
り
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
帰
結

　
　
と
同
じ
で
あ
る
（
浮
①
国
O
∩
8
話
筥
一
3
9
9
0
ヨ
⊆
ε
巴
冨
8
⇒
魑
三
2
0
貼
8
ヨ
も
讐
凶
霧
き
α
一
藷
巴
O
R
ω
o
拳
亀
蜀
3
毎
鋤
身

　
　
N
P
一
〇
①
O
o
（
↓
き
」
8
00
」
一
ω
●
）
Q

租税条約Lの国籍による無差別取扱条項（三）

　
㈲
　
人
的
会
社
と
社
団

　
第
三
条
一
項
に
お
け
る
先
の
用
語
「
法
人
（
一
畠
巴
需
お
o
霧
）
」
と
な
ら
ん
で
、
「
組
合
、
人
的
会
社
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
も
鋤
昌
幕
雫

ω
三
傷
）
」
や
「
社
団
（
霧
ω
8
富
瓜
8
ご
の
列
挙
は
、
法
人
格
の
な
い
人
的
会
社
と
社
団
を
指
し
示
し
て
い
る
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
。

保
護
を
う
け
た
実
体
（
震
o
冨
9
巴
窪
葺
奮
）
と
し
て
人
的
会
社
と
社
団
（
こ
れ
は
以
ド
あ
わ
せ
て
「
人
的
社
団
（
幕
あ
9
巴
霧
ω
8
幣

ぎ
塁
）
」
と
略
称
す
る
。
）
を
列
挙
す
る
理
由
は
、
独
立
の
法
人
格
が
そ
れ
ら
に
欠
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
若
干
の
国
々
が
こ

れ
ら
の
社
団
に
法
人
所
得
税
を
課
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
一
方
の
国
が
あ
る
タ
イ
プ
の
人
的
社
団
に
、

他
の
タ
イ
プ
の
人
的
社
団
に
適
用
さ
れ
る
要
件
又
は
行
政
手
続
と
異
な
る
そ
う
し
た
要
件
又
は
行
政
手
続
を
報
告
す
る
よ
う
求
め
う

る
。　

双
方
の
締
約
国
が
人
的
会
社
お
よ
び
社
団
に
法
人
所
得
税
を
課
さ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
一
方
又
は
双
方
の
国
が
こ
れ
ら
人
的
会

社
や
社
団
を
法
人
税
以
外
の
租
税
（
こ
の
よ
う
な
他
の
租
税
に
も
、
二
四
条
六
項
に
し
た
が
え
ば
、
無
差
別
取
扱
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
）
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の
納
税
主
体
（
課
税
し
う
る
実
体
讐
霧
暮
一
①
8
身
）
と
し
て
取
り
扱
う
な
ら
ば
、
人
的
会
社
や
社
団
を
含
め
る
こ
と
は
意
味
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謝
）

こ
と
で
あ
る
。
他
の
例
は
、
＜
o
鴨
一
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
く
o
篶
一
は
、
源
泉
地
国
に
お
い
て
で
は
な
く
、
そ
の
設
立
地
国

に
お
い
て
納
税
主
体
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
社
団
に
言
及
し
て
い
る
。
後
者
の
国
が
社
団
の
社
員
（
9
昌
き
邑
に
租
税
を
課
し
て

い
な
い
、
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
源
泉
地
国
は
、
無
差
別
取
扱
権
を
社
団
（
た
だ
し
、
そ
れ
は
租
税
に
服
さ
な
い
。
）
に
制

限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
無
差
別
取
扱
義
務
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
三
一
条
一
項
に
言
及
す

る
く
轟
2
に
従
え
ば
、
租
税
条
約
の
趣
旨
と
目
的
は
、
無
差
別
取
扱
の
保
護
に
訴
え
る
た
め
適
格
当
事
者
と
し
て
社
団
の
社
員
を

当
該
社
団
の
代
理
に
な
る
よ
う
源
泉
地
国
に
強
い
て
い
る
。

　
（
謝
）
　
ズ
晶
9
0
ω
＞
弾
＞
『
齢
』
“
“
閑
N
●
q
ω
“
O
切
＞
』
＞
吋
辞
」
菊
N
9
圏
●
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5
　
居
住
地

　
一
九
七
七
年
／
九
六
年
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
二
四
条
一
項
の
テ
キ
ス
ト
は
、
重
要
な
点
で
、
一
九
六
三
年
テ
キ
ス
ト
と
異
な
っ

て
い
る
。
一
九
七
七
年
／
九
六
年
テ
キ
ス
ト
に
は
第
二
文
が
追
加
さ
れ
た
。
モ
デ
ル
条
約
の
人
的
適
用
対
象
に
関
す
る
第
一
条
は
締

約
国
の
居
住
者
に
限
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
限
定
は
、
第
二
文
に
よ
り
、
国
籍
に
よ
る
無
差
別
取
扱
条
項
に
適
用
さ
れ
な
い
。
第
一

条
と
第
二
四
条
一
項
二
文
と
の
関
係
に
関
し
て
一
九
六
三
年
モ
デ
ル
条
約
の
下
で
生
じ
え
た
で
あ
ろ
う
問
題
は
、
こ
の
第
二
文
の
追

加
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
て
い
る
。
今
日
で
は
、
国
籍
に
よ
る
無
差
別
取
扱
条
項
は
、
（
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
）
居
住
者
で
な
い
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
）

よ
っ
て
も
援
用
さ
れ
う
る
。

　
一
九
六
三
年
モ
デ
ル
の
文
言
で
は
、
二
四
条
一
項
は
、
次
に
掲
げ
る
カ
テ
ゴ
リ
に
の
み
適
用
し
う
る
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
え
た

　
　
（
…
…
）

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

　
　
a
　
A
国
の
居
住
者
で
あ
る
A
国
の
市
民
権
者
（
国
民
鼻
幕
霧
）
で
、
B
国
の
源
泉
か
ら
所
得
を
取
得
す
る
も
の
。
か
れ
ら



租税条約上の国籍による無差別取扱条項（三）

　
　
　
　
は
、
A
国
に
居
住
す
る
（
B
国
の
）
非
居
住
国
民
に
B
国
に
よ
り
受
け
る
租
税
上
の
取
扱
よ
り
不
利
で
な
い
租
税
上
の
取

　
　
　
　
扱
を
B
国
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

　
　
b
　
B
国
の
居
住
者
で
あ
る
A
国
の
国
民
。
か
れ
ら
は
、
B
国
の
居
住
国
民
と
平
等
な
立
場
で
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
B
国
に
要

　
　
　
　
求
で
き
る
。

　
　
　
　
一
九
七
七
年
テ
キ
ス
ト
で
は
、
二
四
条
一
項
が
次
の
者
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
疑
い
な
い
。

　
　
c
A
国
に
も
B
国
に
も
居
住
し
な
い
、
（
た
だ
し
第
三
国
C
に
居
住
す
る
）
A
国
の
国
民
。
か
れ
ら
は
、
C
国
に
居
住
す
る
非
居

　
　
　
　
住
の
B
国
国
民
で
あ
る
B
国
に
よ
る
取
扱
よ
り
不
利
で
な
い
よ
う
な
B
国
の
租
税
上
の
取
扱
を
求
め
る
権
原
を
有
し
て
い

　
　
　
　
る
。

　
一
例
を
あ
げ
て
こ
れ
ら
三
つ
の
ケ
ー
ス
を
解
説
し
よ
う
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
あ
い
だ
の
租
税
条
約
が
、
O
E
C
D
モ

デ
ル
条
約
二
四
条
一
項
に
相
当
す
る
無
差
別
取
扱
条
項
を
定
め
て
い
る
と
仮
定
す
る
（
日
米
租
税
条
約
七
条
）
。
そ
う
す
る
と
、
日
本

国
民
は
、
そ
の
日
本
国
民
が
㈲
日
本
に
居
住
す
る
か
、
㈲
合
衆
国
に
居
住
す
る
か
、
又
は
＠
第
三
国
に
居
住
す
る
か
を
問
わ
ず
、
一

合
衆
国
国
民
よ
り
も
不
利
で
な
い
よ
う
に
合
衆
国
の
課
税
を
う
け
る
権
原
を
有
す
る
。
も
し
、
日
本
国
民
が
合
衆
国
で
居
住
す
る

（
ケ
ー
ス
b
）
の
場
合
、
比
較
の
対
象
は
合
衆
国
の
居
住
国
民
で
あ
る
。
日
本
国
民
が
日
本
に
居
住
す
る
場
合
（
ケ
ー
ス
a
）
又
は
第

三
国
に
居
住
す
る
場
合
（
ケ
ー
ス
c
）
、
比
較
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
に
居
住
す
る
合
衆
国
国
民
か
又
は
第
三
国
に
居
住
す
る
合
衆
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
麗
）

国
民
を
そ
の
対
象
と
さ
れ
る
。

（
㎜
）
　
こ
の
第
二
文
の
意
味
は
、
「
締
約
国
の
一
方
又
は
双
方
の
居
住
者
で
な
い
者
」
と
い
う
句
が
、
「
締
約
国
の
い
ず
れ
の
居
住
者
で
も
な

　
い
者
（
需
毎
o
参
≦
ゴ
o
畦
①
8
π
窃
一
号
葺
ω
亀
巴
9
震
O
o
耳
轟
∩
一
ぎ
臓
o
o
雷
8
）
」
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
よ
り
一
層
明

確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
祖
）
　
み
よ
、
G
o
ミ
ミ
塁
鴇
し
リ
ミ
ミ
㊤
鯵
’
C
三
毎
α
Z
象
δ
霧
言
o
α
Φ
一
〇
〇
コ
話
葺
ご
コ
8
『
↓
婁
↓
お
餌
二
〇
ω
σ
卑
≦
8
コ
O
雪
巴
O
O
o
α
鋤
昌
α
じ
①
＜
－
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①
一
8
凶
鑛
O
o
…
鼠
㊦
ω
（
一
」
W
。
閃
．
U
こ
＞
ヨ
ω
辞
R
匿
β
一
〇
・。
。
）
。

（
麗
）
　
合
衆
国
が
無
制
限
納
税
義
務
の
結
節
要
素
（
四
冒
岳
島
9
2
巴
σ
錺
邑
と
し
て
国
籍
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
は
、
留
意
す
べ
き
で

あ
る
。
典
型
的
な
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
租
税
条
約
は
、
O
E
C
D
モ
デ
ル
に
相
当
す
る
よ
う
な
無
差
別
取
扱
条
項
を
定
め
て
い
な
い
。

　
三
　
U
S
モ
デ
ル
条
約

　
U
S
モ
デ
ル
条
約
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
関
係
に
お
い
て
、
合
衆
国
の
国
民
（
市
民
権
者
。
三
認
霧
）

り
、
他
方
の
締
約
国
に
つ
い
て
は
対
応
す
る
規
定
は
モ
デ
ル
条
約
の
な
か
で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

に
の
み
関
係
し
て
お

72

第
四
節
　
日
本
二
重
課
税
条
約

条
約
の
概
観



　租税条約上の国籍による無差別取扱条項（三）

　　　　　　　　　　　　日本が締結した租税条約の概要一覧

無差別取扱い

　　　　　　　項　目

相手国

逸　　　　脱 無差別取扱い

態　　　様 根拠条文 態　　　様 根拠条文

OECD条約モデル 一
（1）国籍（本文）

（2）非居住者へ拡大（2文）
24条

1 アイルランド
課税締約国に居住する

国民によみ適用可能
（1）を規定。 26条

2 ア　メ　リ　カ

課税締約国に居住する

市民権者にのみ適用可

能

7条1項 7条

3 イ　ギ　リ　ス （1）を規定。 25条

4 イスラエル 同OECDモデル 24条

5 イ　タ　リ　ア （1）、（2）を規定。 24条

6 イ　　ン　　ド 同OECDモデル 24条

7 インドネシア
課税締約国に居住する

国民にのみ適用可能
（1〉を規定。 24条

8 エ　ジ　プ　ト
課税締約国に居住する

国民にのみ適用可能
（1）を規定。 21条

9 オーストラリア
租税条約中に無差別取

扱い規定なし

10 オーストリア
課税締約国に居住する

国民にのみ適用可能
（1）を規定。 23条

11 オ　ラ　ン　ダ （1〉、（2）を規定。 25条

12 カ　　ナ　　ダ 同OECDモデル 22条

13 韓　　　　国
課税締約国に居住する

国民にのみ適用可能
（1）を規定。 19条

14 ザ　ン　ビ　ア
課税締約国に居住する

国民にのみ適用可能
23条

15 シンガポール
課税締約国に居住する

国民にのみ適用可能

22条

1項2項
22条

16 ス　　イ　　ス

一
（1）、（2）を規定。 24条

17 スウェーデン 同OECDモデル 23条

18 スペ　イ　ン
課税締約国に居住する

国民にのみ適用可能
（1）を規定。 24条

19 スリ・ランカ
課税締約国に居住する

国民にのみ適用可能
（1）を規定。

17条

2項～7項

20 （旧）ソ連邦

課税締約国に居住する

国民に適用可能。ただ

し、第三国の居住者又

は国民の不利益取扱い

の禁止。

（1）を規定。 21条
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　　　　　　　項　目

相手国

逸　　　　脱 無差別取扱い

態　　　様 根拠条文 態　　　様 根拠条文

21 タ　　　　イ
課税締約国に居住する

国民にのみ適用可能
（1）を規定。 22条

22 中　　　　国 同OECDモデル 24条

23
チ　ェ　ッ　コ

スロヴァキア

課税締約国に居住する

国民にのみ適用可能
（1）を規定。 24条

24 デンマーク （1）、（2）を規定。 24条

25 ド　　イ　　ツ 同上 24条

26 ト　ル　　コ 同OECDモデル 23条

27
ニユー・ジー

ラ　　ン　　ド

租税条約中に無差別取

扱い規定な

28 ノールウェー
『

同OECDモデル 24条

29 ハンガリー
課税締約国に居住する

国民にのみ適用可能
（1）を規定。 24条

30 バングラデシュ 同OECDモデル 24条

31 パキスタン
課税締約国に居住する

国民にのみ適用可能
（1）を規定。 19条

32 フィリピン

課税締約国に居住する

国民にのみ適用可能。

ただしフィリピンの租

税上の特典は除外。

（1）を規定。 24条

33 フィンランド （1）、（2）を規定Q 24条

34 フ　ラ　ン　ス
課税締約国に居住する

国民にのみ適用可能
（1）を規定。 25条

35 ブラ　ジル
課税締約国に居住する

国民にのみ適用可能
（1）を規定。 23条

36 ブルガリア 同OECDモデル 24条

37 ベルギー
課税締約国に居住する

国民にのみ適用可能
（1）を規定。 24条

38 ポーランド 同OECDモデル 24条

39 マレイシア

課税締約国に居住する

市民又は国民にのみ適

用可能

（1）を規定。 19条

40 ルクセンブルク
課税締約国に居住する

国民にのみ適用可能
同OECDモデル 26条

41 ルーマニア
課税締約国に居住する

国民にのみ適用可能
（1）を規定。 23条
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租税条約上の国籍による無差別取扱条項（三）

　
二
　
解
　
説

1
　
国
民
の
定
義

　
日
本
の
締
結
し
た
二
重
課
税
条
約
の
実
務
は
、
日
本
に
お
け
る
（
二
重
課
税
条
約
の
目
的
上
）
「
国
民
」
の
用
語
を
定
義
す
る
た
め

に
、
国
籍
法
所
定
の
「
日
本
人
」
の
用
語
を
参
照
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
参
照
規
定
は
ド
イ
ツ
・
パ
キ
ス
タ
ン
ニ
重
課
税
条
約
二

条
一
項
f
お
よ
び
ド
イ
ツ
・
中
国
二
重
課
税
条
約
三
条
一
項
e
の
場
合
と
同
様
に
、
日
本
・
韓
国
二
重
課
税
条
約
二
条
一
項
に
お
い

て
も
欠
け
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
も
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
法
令
（
又
は
他
方
の
締
約
国
の

そ
れ
）
に
基
づ
き
国
民
（
市
民
権
者
）
で
あ
る
個
人
と
し
て
の
「
国
民
」
の
定
義
は
、
ボ
ン
基
本
法
二
六
条
の
い
う
包
括
的
な
国
籍
を
意

味
す
る
。
ボ
ン
基
本
法
一
一
六
条
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
人
と
は
「
ド
イ
ツ
国
籍
を
保
有
す
る
者
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
民
族
（
＜
o
一
－

冨
N
轟
魯
警
蒔
ぎ
F
O
震
目
慧
簿
o
畠
）
の
引
揚
者
（
難
民
）
も
し
く
は
被
追
放
者
と
し
て
又
は
そ
の
者
の
配
偶
者
又
は
卑
属
と
し
て
ド
イ

ツ
帝
国
の
領
域
の
な
か
で
一
九
三
七
年
一
二
月
三
一
日
現
在
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
者
」
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
国
籍
は
、
一
九
二
二
年
七
月
二
二

日
の
ラ
イ
ヒ
国
籍
法
（
勾
O
匪
。
総
o
。
）
で
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
ボ
ン
基
本
法
二
六
条
の
用
語
を
引
揚
者
や
被
追
放
者
へ
拡
大
す
る
こ
と
は
、
旧
植
民
地
の
ド
イ
ツ
人
グ
ル
ー
プ
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン
バ

ー
と
く
に
、
戦
争
お
よ
び
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
そ
の
故
郷
か
ら
追
放
さ
れ
た
住
所
地
国
の
国
籍
を
保
有
し
て
い
た
（
戦
後
の
特
殊
な
状
況
で

の
）
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
引
揚
者
や
被
追
放
者
を
計
算
に
入
れ
て
い
る
。
二
六
条
の
こ
の
よ
う
な
拡
大
解
釈
は
、
た
と
え
か
れ
ら
が
ド

イ
ツ
国
籍
を
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
で
さ
え
も
、
ド
イ
ツ
法
秩
序
に
よ
っ
て
供
与
さ
れ
る
保
護
を
こ
れ
ら
の
人
々
に
確
実
に
す
る
こ
と

を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ボ
ン
基
本
法
二
六
条
は
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
ド
イ
ツ
送
還
者
に
と
っ
て
今
日
で
も
有
意
義
で
あ

り
つ
づ
け
る
。
二
重
課
税
条
約
が
ボ
ン
基
本
法
一
一
六
条
を
参
照
さ
せ
て
い
る
結
果
と
し
て
、
狭
義
の
ド
イ
ツ
国
民
に
の
み
な
ら
ず
、
ボ
ン

基
本
法
一
一
六
条
一
項
後
段
所
定
の
要
件
を
み
た
す
人
々
に
も
ま
た
、
二
重
課
税
条
約
上
の
国
籍
に
よ
る
無
差
別
取
扱
ル
ー
ル
は
、
適
用
さ

（
鎚
）

れ
る
。
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類
似
の
態
様
で
、
日
本
・
連
合
王
国
租
税
条
約
は
個
人
の
た
め
の
条
約
上
の
保
護
（
冨
㊤
身
胃
9
①
＆
9
）
を
、
連
合
王
国
臣
民

（
野
宣
昏
釜
9
9
邑
を
越
え
て
、
連
合
王
国
の
保
護
下
に
あ
る
人
々
（
す
な
わ
ち
、
植
民
地
の
す
べ
て
の
市
民
で
連
合
王
国
と
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銅
）

か
ら
そ
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
も
の
）
に
も
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
連
合
王
国
に
よ
り
保
護
を
受
け
る
者
」
と
し
て
、
連
合

王
国
の
旧
保
護
領
（
8
『
B
R
零
0
5
魯
8
蚕
冨
ω
）
準
9
穿
8
轟
琶
、
保
護
国
（
零
o
言
9
巴
誓
象
9
0
0
魯
q
訂
ω
蜜
讐
窪
）
、
委
託
・
信
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
踊
）

領
（
ヨ
墜
α
簿
巴
〇
二
毎
弩
①
昏
一
も
8
三
8
箒
ω
）
の
市
民
（
。
三
器
塁
）
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
租
税
条
約
二
条
一
項
四
号
に
よ
れ
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
臣
民
（
O
①
旨
3
器
豆
9
邑
は
、
か
れ
ら
が
オ
ラ
ン
ダ
に
居
住
し

　
て
い
る
限
り
、
オ
ラ
ン
ダ
国
民
（
U
9
3
0
三
器
霧
）
と
同
じ
地
位
を
与
え
ら
れ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
臣
民
の
法
的
概
念
は
、
一
九
一
〇
年
二
月

　
一
〇
日
付
法
律
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
領
の
土
着
民
を
も
含
ん
で
い
た
。
こ
の
法
的
概
念
は
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
帝
国
の

　
解
消
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
臣
民
法
の
一
九
六
二
年
九
月
一
四
日
廃
止
に
と
も
な
い
そ
の
意
義
を
失
っ
た
。

　
個
人
以
外
の
者
に
限
っ
て
の
「
国
民
」
概
念
の
定
義
を
ド
イ
ツ
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
租
税
条
約
お
よ
び
一
九
五
四
年
／
六
五
年
ド
イ

ツ
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
二
重
課
税
条
約
は
定
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
個
人
以
外
の
者
に
つ
い
て
の
国
籍
の
規
定
は
、
こ
れ
ら

の
二
重
課
税
条
約
に
従
っ
て
さ
え
も
、
関
係
国
の
法
令
の
参
照
に
よ
る
以
外
の
方
法
で
は
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
の

結
論
は
モ
デ
ル
条
約
に
基
づ
く
解
釈
と
異
な
ら
な
い
。
日
本
国
の
法
令
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
で
も
、
国
籍
法
が
再
び
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵬
）

照
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
鵬
）
ボ
ン
基
本
法
二
六
条
一
項
に
つ
い
て
、
ボ
ン
基
本
法
コ
メ
ン
タ
ー
ル
な
ら
び
に
、
ミ
幕
ミ
ミ
』
・
≧
＼
鳶
●
鯉
§
ミ
§
鷺
ミ
、
、
O
①
葺
－

　
　
ω
0
7
Φ
ω
ω
＄
象
都
コ
鵬
①
げ
α
ユ
騎
ぎ
詳
ω
お
o
び
“
Go
’
＞
鼠
一
・
一
〇
ω
①
び
一
讐
富
鋤
日
ヨ
一
⊆
コ
堕
↓
o
＝
ザ
＞
げ
ω
o
げ
三
簿
一
。

　
（
劃
）
　
ド
イ
ツ
・
連
合
王
国
二
重
課
税
条
約
二
〇
条
二
項
。

　
（
鋤
）
　
現
在
の
法
状
態
に
つ
い
て
、
み
よ
、
一
九
八
一
年
鯨
三
ω
3
国
籍
法
お
よ
び
こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
説
は
、
零
庄
ω
3
牢
0
8
9
0
雫

　
　
碧
0
9
即
o
鼠
9
a
禦
象
窃
曽
＝
α
零
o
措
g
a
℃
R
8
蕊
○
『
α
角
お
。
。
N
（
一
九
八
三
年
一
月
一
日
発
効
）
。

　
（
錨
）
　
参
照
、
ぎ
偽
9
映
こ
∪
ω
＞
・
。
”
＞
拝
謹
菊
N
●
お
・
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租税条約Lの国籍による無差別取扱条項（三）

2
　
人
的
適
用
対
象
の
拡
大
と
制
限

　
大
部
分
の
日
本
二
重
課
税
条
約
は
、
民
事
法
上
法
人
格
を
有
し
な
い
社
団
等
を
、
租
税
法
の
目
的
上
法
人
格
を
有
す
る
も
の
と
し

て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
租
税
条
約
の
き
わ
だ
っ
た
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　
他
方
、
ド
イ
ツ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
ニ
重
課
税
条
約
お
よ
び
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
ニ
重
課
税
条
約
は
、
国
籍
に
よ
る
差
別
か
ら
の

保
護
を
う
け
る
人
々
を
個
人
と
法
人
（
一
畠
巴
幕
窃
o
霧
）
に
限
定
し
て
い
る
。
こ
れ
と
類
似
し
て
、
ド
イ
ツ
・
ス
ペ
イ
ン
租
税
条
約

二
四
条
三
項
は
、
無
差
別
取
扱
ル
ー
ル
の
人
的
対
象
を
個
人
と
会
社
（
8
ヨ
冒
三
①
ω
）
に
限
定
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
租
税
条
約
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謂
）

目
的
上
「
会
社
」
概
念
の
下
で
、
法
人
お
よ
び
こ
れ
と
同
じ
地
位
を
与
え
ら
れ
た
者
だ
け
が
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
ギ

ー
租
税
条
約
二
四
条
二
項
三
号
、
三
条
一
項
四
号
の
下
で
は
、
二
重
課
税
条
約
上
の
国
籍
に
よ
る
無
差
別
取
扱
ル
ー
ル
は
、
個
人
に

つ
づ
い
て
、
法
人
お
よ
び
こ
れ
と
同
じ
地
位
を
与
え
ら
れ
た
者
な
ら
び
に
ド
イ
ツ
法
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
合
名
会
社
、
合
資
会
社
と

船
舶
協
会
（
評
箒
目
8
号
邑
窪
）
だ
け
に
適
用
さ
れ
、
そ
の
他
の
社
団
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
そ
の
他
す
べ
て
の
点
で
は
モ
デ
ル

条
約
三
条
一
項
q
D
と
合
致
し
て
い
る
、
ド
イ
ツ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
租
税
条
約
二
条
一
項
九
号
は
、
法
人
と
同
じ
地
位
を
与
え
ら
れ
た
者

を
無
差
別
取
扱
ル
ー
ル
の
人
的
適
用
対
象
に
含
め
る
こ
と
を
、
定
め
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
・
パ
キ
ス
タ
ン
ニ
重
課
税
条
約
二
条
一
項
ω
に
よ
れ
ば
、
二
重
課
税
条
約
ヒ
の
国
籍
に
よ
る
無
差
別
取
扱
ル
ー
ル
は
、
個
人
に
の
み

　
適
用
さ
れ
る
。

（
窟
）
　
ド
イ
ツ
・
ス
ヘ
イ
ン
租
税
条
約
三
条
一
項
qう
。

目
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3
　
無
差
別
取
扱
規
定
に
拘
ら
ず
国
籍
の
定
義
が
な
い

　
日
本
・
ソ
連
租
税
条
約
お
よ
び
日
本
・
韓
国
租
税
条
約
は
、
一
九
五
九
年
ド
イ
ツ
・
エ
ジ
プ
ト
租
税
条
約
と
同
様
に
、
同
条
約
が

国
籍
に
基
づ
く
無
差
別
取
扱
規
定
を
含
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
国
籍
」
概
念
の
定
義
を
定
め
て
い
な
い
。
こ
の
場
合
、
「
国

籍
」
概
念
は
、
国
際
法
の
一
般
原
則
と
共
に
、
国
内
法
令
の
規
定
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
。

78

第
五
章
　
結
　
語

　
○
、
野
一
窪
（
元
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
財
務
省
国
際
租
税
業
務
室
所
長
）
は
、
数
々
の
U
S
所
得
税
条
約
の
交
渉
に
関
与
し
て
き
た
が
、

そ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
次
の
よ
う
に
嘆
息
す
る
。
U
S
所
得
税
条
約
の
無
差
別
取
扱
規
定
の
解
釈
は
、
「
租
税
法
の
な
か
で
最
も
混

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
粥
）

乱
し
た
領
域
の
ひ
と
つ
」
だ
、
と
指
摘
す
る
。

　
条
約
中
の
無
差
別
取
扱
条
項
の
存
在
は
、
諸
々
の
租
税
が
国
際
的
取
引
、
投
資
又
は
個
人
の
移
動
の
自
由
な
流
れ
へ
の
抑
止
（
目
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柵
）

幕
象
ヨ
①
日
）
と
な
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
と
整
合
す
る
も
の
と
し
て
、
正
当
化
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
法
律

協
会
（
3
。
＞
ヨ
9
。
き
鍔
≦
ぎ
駐
ε
琶
に
よ
れ
ば
、
あ
る
国
が
保
護
主
義
又
は
排
斥
主
義
の
道
具
と
し
て
過
大
の
又
は
重
い
課

税
を
用
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
制
度
保
障
す
る
こ
と
は
、
一
般
に
承
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
こ
の
こ
と
は
、
両
締
約
国
の
国

民
（
又
は
居
住
者
）
が
ひ
と
つ
の
レ
ベ
ル
［
租
税
を
扱
う
］
競
技
場
（
巴
雪
色
冨
二
三
蝉
覧
轟
｛
一
。
匡
）
に
居
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
（
謝
）

と
を
意
味
す
る
。
」
自
国
民
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
国
内
投
資
の
海
外
投
資
へ
の
拡
大
に
伴
っ
て
当
該
競
技
場
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る

よ
り
む
し
ろ
、
当
該
レ
ベ
ル
競
技
場
の
コ
ン
セ
プ
ト
（
9
Φ
一
。
＜
①
ぎ
鼠
風
轟
箒
匡
8
琴
Φ
冥
）
は
、
源
泉
地
国
に
お
い
て
活
動
す
る

外
国
人
お
よ
ぴ
そ
の
者
の
事
業
に
対
し
て
余
分
の
負
担
を
課
す
こ
と
を
避
け
る
た
め
源
泉
地
国
に
合
意
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実



租税条約上の国籍による無差別取扱条項（三）

施
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
は
、
条
約
上
の
無
差
別
取
扱
条
項
は
、
源
泉
地
国
が
自
国
の
国
民
又
は
居
住
者
に
課
税
す

る
よ
り
も
一
層
重
く
締
約
相
手
国
の
国
民
又
は
居
住
者
に
課
税
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
責
務
を
表
し
て
い
る
。

　
源
泉
地
国
の
国
民
よ
り
外
国
の
国
民
に
一
層
重
く
課
税
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
加
え
、
若
干
の
源
泉
地
国
（
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
を
含
む
）
は
、
源
泉
地
国
の
国
民
に
対
し
て
差
別
的
租
税
を
課
す
そ
う
し
た
国
の
国
民
に
対
し
て
報
復
（
お
邑
翼
一
握
）
す
る
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瓢
）

こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
レ
ベ
ル
競
技
場
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
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枷
）
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F

　
（
鉗
）
　
O
も
ミ
簿
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持
ミ
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